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（
詳
細
は
五
面
に
掲
載
）

　

名
古
屋
市
熱
田
区
出
身
の
講
談
師
で

す
。

　

職
業
柄
、
様
々
な
歴
史
愛
好
家
の
方
と

出
会
い
、
日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
「
熱
田
出
身
の
講
談
師
さ
ん
な
ら
裁
断

橋
物
語
を
や
ら
に
ゃ
あ
い
か
ん
で
し
ょ

う
！
」
知
人
か
ら
言
わ
れ
た
こ
の
一
言
が

ご
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

す
ぐ
に
リ
サ
ー
チ
に
取
り
掛
か
り
ま
す

と
「
こ
れ
は
伝
え
て
い
か
な
い
か
ん
で

し
ょ
う
！
！
」

　

一
席
の
創
作
講
談
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。

　

裁
断
橋
の
話
と
は
、
戦
国
時
代
の
母
の

愛
の
物
語
。
天
下
統
一
を
も
く
ろ
む
豊
臣

秀
吉
が
小
田
原
攻
め
を
始
め
ま
す
。
そ
の

時
に
尾
張
丹
羽
郡
（
現
在
の
愛
知
県
大
口

町
）
の
堀
尾
一
族
に
も
動
員
が
か
か
り
ま

し
て
、
堀
尾
金
助
18
歳
も
加
わ
り
ま
し

た
。
初
陣
で
す
。
母
は
熱
田
に
か
か
る
裁

断
橋
で
金
助
を
見
送
り
ま
し
た
が
・
・
・

帰
ら
ぬ
人
に
。
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
母

は
気
丈
に
ふ
る
ま
う
の
で
す
が
、
心
の
中

は
張
り
裂
け
そ
う
な
思
い
。《
若
い
身
で

亡
く
な
っ
た
そ
の
不
幸
と
悲
し
み
を
世
間

の
多
く
の
人
の
心
の
中
に
記
憶
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
こ
と
が
し
た
い
も
の
》
と
金

助
を
見
送
っ
た
裁
断
橋
の
修
繕
に
と
り
か

か
り
、
橋
の
擬
宝
珠
に
母
の
思
い
を
綴
っ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
橋
を
渡
る
多
く
の

旅
人
た
ち
は
母
の
思
い
に
触
れ　

涙
を
流

し
た
と
の
こ
と
。

　

戦
国
時
代
の
出
来
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
子
を
思
う
母
の
気
持
ち
は
昔
も
今
も
同

じ
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
話
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る

地
、
大
口
町
の
大
口
南
小
学
校
と
熱
田
区

の
白
鳥
小
学
校
は
こ
の
裁
断
橋
物
語
が
縁

と
な
っ
て
毎
年
６
月
に
交
流
会
を
し
て
い

る
ん
で
す
！　

母
の
銘
文
を
暗
記
し
、
発

表
。
地
域
の
子
ど
も
達
は
こ
の
物
語
を

脈
々
と
繋
い
で
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
私
も
今
年
の
母
の
日
、
５
月
11

日
、
大
口
町
に
て
堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
の
皆

さ
ま
と
共
に
、
堀
尾
親
子
の
供
養
祭
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
１
０
０
名
様
以
上
の
前
で

裁
断
橋
物
語
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
談
の
制
作
に
は
色
々
な
背
景
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
全
て
が
ご
縁
か
ら
の
も
の
。

　

裁
断
橋
物
語
に
は
こ
ん
な
ご
縁
が

「
あ・

・

・

つ
た
！
」
の
で
す
。

裁　

断　

橋　

物　

語旭
堂
鱗
林

講
談
師

夏な
ご
し越

の
大
祈
願

六
月
三
十
日
か
ら

　

八
月
三
十
一
日
ま
で
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願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
。
色
と
り
ど
り
の
風
鈴
を
目
と
耳
で

楽
し
む
参
拝
者
＝
六
月
八
日
、
鐘
楼
堂
西
側
広
場
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六
月
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
お

子
様
の
疳か

ん

の
虫
を
封
じ
、
健
や
か

な
成
長
を
祈
願
す
る
子
育
祈
願

『
虫
封
じ
祈
願
会
』
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
子
様
と
そ
の
ご
家
族
が
訪

れ
、
本
堂
に
て
大
護
摩
供
を
参
拝

し
、
僧
侶
に
よ
る
お
加
持
を
受
け

ら
れ
、
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長

を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日

ま
で
、「
願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
」

が
鐘
楼
堂
西
側
広
場
で
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。【
写
真
一
面
】

　

各
々
の
願
い
を
浄
書
い
た
だ
い

た
短
冊
を
風
鈴
に
取
り
付
け
、
夏

風
に
の
せ
て
そ
の
願
い
を
お
不
動

さ
ま
へ
届
け
ま
す
。
ご
来
山
の
折

に
は
、
風
情
あ
る
風
鈴
の
音
色
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

青
葉
ま
つ
り

宗
祖
弘
法
大
師
・
中
興
興こ

う
ぎ
ょ
う教

大
師

ご
生
誕
慶
祝
法
要
厳
修

子こ
そ
だ
て育
祈
願

　

六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま

で
、
宗
祖
弘
法
大
師
、
並
び
に
中

興
の
祖
、
興
教
大
師
の
ご
生
誕
を

お
祝
い
す
る
青
葉
ま
つ
り
が
大
師

堂
に
お
い
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

弘
法
大
師
は
宝
亀
五
年

（
七
七
四
）
六
月
十
五
日
に
お
生

ま
れ
に
な
り
、
興
教
大
師
は
嘉
保

二
年
（
一
〇
九
五
）
六
月
十
七
日

に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
青

葉
が
美
し
い
こ
の
時
期
に
ご
生
誕

慶
祝
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
か

ら
、「
青
葉
ま
つ
り
」
と
称
さ
れ

ま
す
。

　

十
五
日
は
午
前
十
時
よ
り
小
豆

畑
主
監
お
導
師
の
も
と
弘
法
大
師

ご
生
誕
慶
祝
法
要
が
営
ま
れ
ま
し

た
。
法
要
の
前
後
に
は
遍
照
講
犬

山
成
田
山
支
部
の
方
々
に
よ
り

「
弘
法
大
師
誕
生
和
讃
」
が
唱
え

ら
れ
ま
し
た
。 

　

十
七
日
は
午
前
十
時
よ
り
興
教

大
師
ご
生
誕
慶
祝
法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

遍
路
大
師
（
弘
法
大
師
が
四
国
で
修
行
さ
れ
て
い
る
時
の
お
姿
）
＝
大
師
堂
外
回
廊

虫
封
じ
祈
願
会
厳
修

令
和
十
年
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
開
基
一
〇
九
〇
年
祭
慶
讃

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業

発

願

趣

意

書

　

ご
信
徒
の
皆
様
に
は
、
ご
本
尊
不
動
明
王
の
ご
加
護
の
も
と
、
益
々
ご
繁
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
山
は
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
、
東
海
一
円
の
ご
信
徒
熱
望
の
も
と
、
景
勝
の

地
犬
山
に
ご
本
尊
不
動
明
王
を
勧
請
申
し
上
げ
、
不
動
尊
信
仰
の
一
大
道
場
と
し
て
開
創

さ
れ
ま
し
た
。
来
る
令
和
十
年
十
一
月
に
は
、
開
創
七
十
五
年
の
節
目
を
迎
え
得
ま
す
こ

と
に
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
当
山
で
は
、
来
る
令
和
十
年
四
月
、
本
山
新
勝
寺
に
於
け
る
成
田
山
開

基
一
〇
九
〇
年
祭
大
開
帳
奉
修
の
勝
縁
と
、
当
山
開
創
七
十
五
周
年
の
勝
縁
を
二
大
勝
縁

と
し
て
、
こ
こ
に
「
開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業
」
を
左
記
の
如
く
発
願
致
し
ま
し
た
。

　

就
き
ま
し
て
は
、
こ
の
浄
業
達
成
の
た
め
、
絶
大
な
る
ご
協
賛
ご
志
納
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

令
和
七
年
五
月
吉
日

記
念
事
業
概
要

大
本
山
成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

一
、
本
堂
耐
震
化
及
び
本
堂
内
荘
厳
大
改
修

一
、
不
動
明
王
像

・
二
大
童
子
像
及
び
四
大
明
王
像
修
復

一
、
信
徒
会
館
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事

一
、
山
容
整
備
事
業

　
　

１
．
明
王
門
大
提
灯
設
置

　
　

２
．
稲
荷
堂
遷
座
改
修

　
　

３
．
憩
い
の
場
改
修
工
事

「
願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
開
催
中

開創七十五周年記念事業
　 境内工事のご案内
◆現在、 開創七十五周年に向けた記念

事業の工事が境内各所にて行われてい

ます。 工事中はご信徒皆様に色々とご

不便ご迷惑をお掛けいたしますが、 何

卒ご了解お願い申し上げます。



令 和7年 6月 25日 発 行名 古屋 成 田 山（ 3 ）
◆
成
田
山
明
王
賞
木
内
陽
菜
（
高
２
）
◆
成
田

山
童
子
賞
神
野
光
莉
（
小
１
）
◆
成
田
山
貫
首

賞
大
島
永
莉
子
（
小
２
）
◆
成
田
山
名
古
屋
別

院
賞
位
田
暁
彦
（
幼
年
）
渡
邉
凜
空
都
（
小
４
）

林
美
沙
希
（
中
３
）
◆
成
田
山
主
監
賞
関
口
稀

心（
小
５
）岩
田
莉
子（
小
５
）長
岡
希
実（
中
１
）

◆
成
田
山
貞
照
寺
賞
櫻
井
皇
誠
（
小
２
）
片
岡

桂
吾
（
小
５
）
足
立
晴
（
小
６
）
◆
国
会
議
員

賞
田
中
佑
奈
（
小
２
）
松
岡
紘
平
（
高
２
）
関

戸
湖
都
（
小
６
）
木
村
明
日
美
（
中
３
）
◆
愛

知
県
知
事
賞
北
林
政
哉
（
幼
年
）
渡
邉
美
桜
花

（
小
１
）
河
合
優
愛
（
高
１
）
◆
愛
知
県
議
会

議
長
賞
石
原
碧
凌
（
小
２
）
◆
岐
阜
県
議
会
議

長
賞
田
中
蓮
（
小
４
）
◆
愛
知
県
議
会
議
員
賞

横
田
姫
愛
乃
（
小
４
）
平
川
渚
彩
（
小
５
）
濱

端
心
梅
（
小
５
）
篠
田
羅
良
（
中
１
）
水
城
玲

音
（
中
１
）
西
口
明
李
（
中
３
）
◆
岐
阜
県
議

会
議
員
賞
櫻
井
結
麻
（
小
５
）
鈴
木
薫
（
小
６
）

平
井
稜
真
（
中
１
）
◆
名
古
屋
市
長
賞
浜
本
さ

つ
き
（
中
３
）
◆
犬
山
市
長
賞
水
越
万
葉
（
小

３
）
會
津
智
大
（
中
２
）
一
宮
市
長
賞
吉
田
春

香
（
中
２
）
◆
小
牧
市
長
賞
岡
田
涼
花
（
小
４
）

◆
江
南
市
長
賞
廻
明
里
（
中
２
）
◆
各
務
原
市

長
賞
田
中
莉
子
（
小
６
）
近
藤
梨
乃
（
中
１
）

◆
可
児
市
長
賞
田
邉
佑
奈
（
小
１
）
高
岡
芽
唯

（
中
１
）◆
美
濃
加
茂
市
長
賞
神
野
絢
美（
小
２
）

◆
大
口
町
長
賞
関
口
煌
人
（
小
２
）
大
島
由
梨

乃
（
小
５
）
◆
扶
桑
町
長
賞
北
川
貴
康
（
小
３
）

遠
藤
汐
雫
（
小
５
）
◆
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞

岩
田
葵
子
（
中
１
）
◆
犬
山
市
教
育
委
員
会
賞

水
越
珠
希
（
小
１
）
◆
一
宮
市
教
育
委
員
会
賞

橋
本
和
佳
奈
（
中
３
）
◆
名
古
屋
市
会
議
長
賞

野
田
明
香
里
（
高
１
）
◆
犬
山
市
議
会
議
長
賞

紺
野
愛
莉
（
幼
年
）
横
地
杏
（
小
４
）
◆
一
宮

市
議
会
議
長
賞
向
坂
妃
菜
（
中
１
）
◆
犬
山
商

工
会
議
所
賞
川
口
珠
令
（
小
２
）
◆
犬
山
市
観

光
協
会
賞
市
原
葵
羽
（
小
１
）
向
坂
匠
真
（
小

２
）
◆
中
日
新
聞
社
賞
大
橋
美
月
（
小
３
）
伊

藤
悠
貴
（
小
４
）
小
寺
彩
未
（
小
４
）
西
川
瑚

夏
（
小
５
）
三
石
稀
理
（
小
６
）
◆
Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞

水
野
広
菜
（
小
１
）
吉
田
京
矢
（
小
２
）
福
田

千
紗
（
小
４
）
関
戸
咲
那
（
中
２
）
北
迫
珠
來

（
中
３
）
◆
東
海
テ
レ
ビ
賞
位
田
和
奏
（
幼
年
）

小
沢
奈
々
（
小
４
）
酒
井
萌
々
子
（
小
５
）
井

手
健
人
（
小
６
）
小
川
莉
瑚
（
中
３
）
◆
名
古

屋
鉄
道
賞
小
宮
山
笑
梨
（
小
１
）
酒
井
結
士
（
小

１
）
高
下
ち
よ
り
（
小
２
）
平
松
葵
衣
（
中
２
）

野
田
萌
々
香
（
中
３
）
◆
犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
賞
石
原
碧
麗
（
幼
年
）
小
沢
藍
生
（
小
３
）

吉
田
宗
矢
（
小
４
）
篠
田
吏
利
（
高
１
）
村
上

和
輝
（
高
２
）
◆
犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

佐
藤
遼
空
（
幼
年
）
田
中
万
尋
（
幼
年
）
松
山

慈（
小
３
）小
宮
山
晏
梨（
小
４
）鶴
見
昂
大（
中

２
）
◆
ぎ
ふ
金
華
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
賞
小
沢
玲

菜
（
小
２
）
紺
野
莉
世
（
小
２
）
小
豆
畑
美
月

（
小
３
）
菅
井
瑠
衣
（
小
５
）
前
田
笑
里
（
小
６
）

◆
成
田
山
索
の
会
賞
高
下
ち
ひ
か
（
幼
年
）
渡

邉
な
な
子
（
小
４
）
◆
名
古
屋
成
田
講
賞
川
口

真
空
（
小
２
）
村
上
斗
真
（
小
２
）
北
御
門
志

鶴
（
小
４
）
◆
索
の
会
犬
山
成
田
山
講
支
部
賞

富
永
莉
胡
（
幼
年
）
森
岡
香
羽
（
小
４
）
村
上

健（
小
６
）◆
枇
杷
島
画
塾
賞
北
川
陽
菜（
小
１
）

佐
藤
恒
（
小
１
）
酒
井
菜
々
子
（
中
１
）
◆
貞

奴
賞
柴
田
凛
花
（
小
５
）
野
田
縁
（
小
６
）
◆

各
務
原
商
事
賞
堀
紗
来
（
幼
年
）
鈴
木
澪
（
小

３
）
廣
瀬
未
咲
（
小
４
）
松
元
優
月
（
中
３
）

朝
田
健
太
（
高
３
）
◆
春
日
井
製
菓
賞
小
沢
唯

夏
（
幼
年
）
細
井
涼
椛
（
小
１
）
林
星
南
（
小
２
）

坪
井
花
佳
（
小
３
）
井
手
悠
人
（
小
４
）
◆
フ

ジ
パ
ン
賞
佐
藤
碧
音
（
小
１
）
小
沢
奏
太
（
小

１
）
南
結
馨
（
小
３
）
今
井
優
利
（
小
３
）
小

田
あ
や
の
（
小
５
）
◆
ア
サ
ヒ
賞
竹
部
麦
（
幼

年
）小
豆
畑
奏
汰（
小
１
）近
藤
美
代
子（
小
２
）

岡
田
妃
乎
（
小
５
）
山
本
昊
太
朗
（
高
１
）
◆

伊
藤
園
賞
榊
原
沙
奈
（
幼
年
）
砂
田
晄
那
（
小

３
）
横
地
潤
（
中
１
）
青
山
茉
昊
（
中
１
）
牧

原
柑
奈
（
中
３
）
◆
コ
カ
・
コ
ー
ラ
賞
藤
原
七

星
（
幼
年
）
松
沢
花
（
小
１
）
井
岡
裕
愛
（
小
３
）

佐
藤
楓
真
（
小
３
）
石
川
史
織
（
小
４
）
◆
ダ

イ
ド
ー
賞
平
井
彰
真
（
小
４
）
佐
藤
依
（
小
５
）

水
城
旺
一
郎
（
小
６
）
加
藤
百
結
（
中
２
）
宮

田
ま
ひ
な
（
中
３
）
◆
チ
ェ
リ
オ
賞
井
岡
裕
貴

（
幼
年
）富
永
健
斗（
小
３
）中
山
智
保
子（
小
３
）

小
寺
隼
照
（
中
１
）
浅
井
玲
南
（
中
３
）
◆
ウ

メ
ダ
賞
近
藤
芙
光
子
（
幼
年
）
大
澤
元
輝
（
小

１
）
木
村
真
大
（
小
６
）
姜
愛
麗
（
中
１
）
坪

内
花
音
（
中
３
）

特
別
賞
受
賞
者
発
表

　

特
別
賞
受
賞
作
品
並
び
に
入
選
作
品
は
六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
、
本
堂
西
渡
り
廊
下
に

展
示
い
た
し
ま
す
。（
表
彰
式
は
上
位
入
賞
者
の
み
に
よ
り
行
い
ま
す
。
該
当
者
に
は
別
途
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。）

第70回
成田山学童
写生大会

以
上
、
関
係
各
位
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
後
　
援
】（
順
不
同
）

犬
山
市

犬
山
市
教
育
委
員
会

犬
山
市
観
光
協
会

犬
山
商
工
会
議
所

中
日
新
聞
社

名
古
屋
鉄
道
㈱

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

東
海
テ
レ
ビ
放
送
㈱

成
田
山
貞
照
寺

成
田
山
索
の
会

【
協
　
賛
】（
順
不
同
）

犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

岐
阜
観
光
索
道
㈱

名
古
屋
成
田
講

索
の
会
犬
山
成
田
山
講
支
部

枇
杷
島
画
塾

㈱
各
務
原
商
事

春
日
井
製
菓
㈱

ア
サ
ヒ
飲
料
㈱

㈱
伊
藤
園

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー

ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

ダ
イ
ド
ー
ア
サ
ヒ
ベ
ン

デ
ィ
ン
グ
㈱

㈱
チ
ェ
リ
オ
中
部

フ
ジ
パ
ン
㈱
西
春
工
場

ウ
メ
ダ
㈱

山
崎
製
パ
ン
㈱
名
古
屋
工
場

総
合
印
刷
タ
ケ
ウ
チ

【成田山明王賞】木内陽菜（高２）

【
成
田
山
童
子
賞
】

神
野
光
莉
（
小
１
）

【
成
田
山
貫
首
賞
】

大
島
永
莉
子
（
小
２
）



令 和7年 6月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 4 ）
　

五
月
二
十
五
日
、
犬
山
一
心
支

部
（
支
部
長
＝
川
村
武
志
氏
）
の

通
常
総
会
が
犬
山
成
田
山
信
徒
会

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
村
支
部
長
の
挨
拶
後
、
令
和

六
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
本
堂

に
て
大
護
摩
供
を
参
拝
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
記

　

成
田
山
の
ご
信
徒
に
よ
り｢

成

田
山
索
の
会｣

と
い
う
外
護
団
体

が
結
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

索
の
会
は
成
田
山
ご
本
尊
お

不
動
さ
ま
が
左
手
に
持
つ
「
索
」

の
功
徳
で
あ
る
四し

し
ょ
う摂(

布ふ

せ施
・

愛あ
い
ご語

・
利り

ぎ
ょ
う行

・
同ど

う
じ事)

を
会
の
精

神
と
し
、会
員
同
士
が
語
り
合
い
、

親
し
む
機
会
を
得
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
是
非
ご
入
会
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

〇
五
六
八(

六
一)

二
五
八
三

　
　

｢

成
田
山
索
の
会｣

事
務
局

可
児
市　
　

尾　

嶋　
　

千　

鶴

名
古
屋
市　

㈱
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

　
　
　
　
　
　

河　

合　

信　

城

愛
西
市　
　

杉　

原　
　

裕　

志

丹
羽
郡　
　

榎　

本　
　

吉　

孝

　

〃　
　
　

榎　

本　
　

美
津
江

支
部
総
会
開
催

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

成
田
山
索な

わ

の
会

入
会
の
ご
案
内

昨
年
９
月
に
実
施
し
た
「
索
の
会
特
別

企
画
参
拝
旅
行
」



令 和7年 6月 25日 発 行名 古屋 成 田 山（ 5 ）

　

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
、
学
童
写
生
大

会
の
表
彰
式
が
六
月
二
十
九
日
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆

様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

五
月
晴
れ
の
五
月
七
日
、
地
元

鵜
沼
第
三
小
学
校
の
三
年
生
が
社

会
見
学
の
為
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
達
の
中
に
は
、
お
寺
に
馴

染
が
な
い
子
も
多
く
、
初
め
て
入

る
本
堂
に
興
味
津
々
。
元
気
よ
く

境
内
を
見
学
し
て
行
か
れ
ま
し

た
。

貞
照
寺
だ
よ
り

鵜
沼
第
三
小　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

三
年
生
来
山

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

第
七
十
回

成
田
山
学
童
写
生
大
会

　
貞
照
寺
賞
受
賞
作
品
展

皆様の願いが浄書された短冊を取り付けた「願かけ風
鈴」を奉安し、夏風にのせてお不動さまに願いを届け
ます。

◆短冊奉納料千円以上　◆限定風鈴御朱印八百円以上

６月 30 日は今年の後半期に入る晦日であり「夏越」
と称されます。後半期の始まりにあたり、お不動さま
に所願成就をお祈り下さい。

◆期間中ご祈祷を受けられた方には、来年１月に
　使用できるご優待券を謹呈いたします。

◆日　時　7月 18 日（金）
　　　　　10 時半　諸芸上達大護摩供
　　　　　11 時　　奉納コンサート

貞 奴 女 史 ご 生 誕 記 念

『バイオリンの調べ」

奉 納 コ ン サ ー ト
諸 芸 上 達 大 護 摩 供

足立晴（小６）

櫻
井
皇
誠
（
小
２
）

片岡桂吾（小５）

出演　
　磯部 真弓　（バイオリン）
　蟹江 茜　　　　（ビオラ）
演目
　カノン　パッヘルベル
　愛の挨拶　エルガー
　花は咲く　菅野よう子
　ふるさと　岡野貞一
　情熱大陸　葉加瀬太郎



令 和7年 6月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 6 ）

多
治
見
市　

早　

川　
　

友　

治

イ
ギ
リ
ス　

郭　
　
　
　

裕　

恒

　

〃　
　
　

蘇　
　
　
　

寶　

智

一
宮
市　
　

高　

原　
　

進
一
郎

弥
富
市　
　

三　

浦　
　

陽　

介

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

山
崎
製
パ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
工
場

　

〃　
　
　

㈱
宇
徳
組

　
　
　
　
　

安
全
衛
生
品
質
委
員
会

　

〃　
　
　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

　

〃　
　
　

㈱
坪
井
利
三
郎
商
店

　
　
　
　
　
　
　

坪
井　

健
一
郎

　

〃　
　
　

篠　

田　
　

正　

樹

　

〃　
　
　

胡　
　
　
　
　
　

林

岡
崎
市　
　

足　

立　
　

智　

子

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

大
府
市　
　

お
お
ぶ
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

勝
朗

成
田
市　
　

米
屋
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
岡　

晴
彦

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

員
弁
郡　
　

㈱
善
芯

　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷　

善
文

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

神
奈
川
県　

寺　

本　
　

秀　

子

ア
メ
リ
カ　

ダ
ク
ラ
ス
リ
ー

春
日
井
市　
㈱
Ｒ
ａ
ｉ
ｓ
ｏ
ｎ　

Ｄ'

ｅ
ｔ
ｒ
ｅ

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

羽
島
市　
　

成
田
山
霊
観
不
動
教
会

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　
　
　
　
　

犬
山
一
心
支
部

　

成
田
山
索
の
会
犬
山
一
心
支
部

員
、
井
川
紀
子
氏
が
六
月
六
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式
は
、
カ

ノ
ン
扶
桑
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

喪
主
は
、
井
川
光
雄
氏

中
一　

北
折　

有
珠
季

小
六　

山
本　

亜
依

小
四　

澤
木　

ひ
な
た

【
評
】
形
よ
く
、
丁
寧
に
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
力
強
い
線
で
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
の
び
の
び
と
書
け
ま
し
た
。

五
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

五
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

７月の成田山行事

五　

月

五
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

行事予定などの最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

ご
詠
歌
講
習
会

◆
日
時　

七
月
十
五
日

　
　
　
　

午
後
一
時
よ
り

◆
場
所　

信
徒
会
館
三
階

「
編
集
室
よ
り
」
は
紙
面
の

都
合
上
、休
載
い
た
し
ま
す
。

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

◆御縁日　１日、15 日、28 日
◆全国安全週間特別祈願会　　
　　　　　1日～ 15 日　本堂
◆ご詠歌講習会　15 日
◆月並御影供　21 日　大師堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3階

◆願かけ風鈴まつり 8/31 まで開催
◆夏越の大祈願　6/30 ～ 8/31

お
く
や
み

さ
ん

井
川
紀
子

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

　

お
名
前
と
お
願
い
事
を
浄
書
さ

れ
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
護
摩
祈

祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
て
、
お
願

い
事
が
成
就
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

初
穂
料　

三
百
円
以
上

所
願
成
就　
　

成
田
一
郎

行事等の最新情
報はこちらでご
確認下さい。↓

ホームページのご案内

　当山では年４回の「交通安全週間」
の主旨に賛同し、この期間中に交通
安全ご祈祷を受けられた方に「交通
安全之証」を授
与して、より一
層の交通安全の
ご加護を得られ
ますよう心より
お祈り申し上げ
ております。

夏の交通安全週間

特別御祈祷の御案内

期間　7月 11 日～ 20 日

奉
納
御
礼

ご
奉
納
い
た
だ
き

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

　正面階段西側鳥瞰図  

　株式会社フェイスワン　

　　　　　（犬山市）


